
 

 

日本下水道協会の集計によると、毎年約 150 件の下水道施設に関する事故が発生してい

ます。 

その内訳は、「マンホール・公共ます」に起因するものが約 40%を占めており、その中でも蓋

が原因のものが一番多くなっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マンホール蓋・公共ます蓋の点検については、下水道を管理する市職員・委託業者が定期

的に点検、パトロールを実施しており、不具合を発見すれば、緊急で取替え、補修等の対応

をしております。 

また、部署関係なく、市の職員が通勤途中や公務で外出した際に、道路、水道、下水道等

の不具合を発見した時には、各担当に連絡する体制を取っておりますが、点検・補修が追い

付いていない箇所もあります。 

姫路市においても、毎年１～２件のマンホール蓋・公共ます蓋が原因の事故が発生してお

ります。（※１） 

このような事故をなくし安全・安心な道路環境を維持するためにも、市民の皆さんも、マン

ホール蓋・公共ます蓋の状態に注意していただき、不具合を発見された際には、お手数です

が、下記までお知らせいただきますようお願いいたします。 

 

（※１）最近の事故の事例 

事故内容：親子で歩道を歩行中、公共ますの蓋の不具合により、公共桝の中に子供の右足

が落ちて、右足太ももとふくらはぎの内側に裂傷、打撲のケガをした。 

 

連絡先 

 姫路市下水道管理センター（維持管理担当） 

電話番号 079-233-8111 

 姫路市下水道管理センター（管渠管理担当） 

電話番号 079-234-3507 

 姫路市下水道管理センター（休日・夜間の場合はこちら） 

電話番号 079-234-3506 

 

公益社団法人 日本下水道協会 HPより 

マンホール蓋のがたつき 

マンホール蓋・公共ます蓋の不具合について（注意喚起） 

 

公共ます蓋のひび割れ 


